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な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
事
業
承
継

税
制
を
め
ぐ
る
平
成
29
年
度
税
制
改

正
に
対
す
る
評
価
を
踏
ま
え
て
、
納

税
猶
予
制
度
の
要
件
の
う
ち
、
利
用

促
進
の
障
害
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る

「
雇
用
確
保
要
件
」
に
つ
い
て
検
討

し
、
当
該
税
制
の
今
後
の
課
題
・
方

向
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
ま
す
。

甲
佐　

わ
れ
わ
れ
九
州
会
研
究
グ

ル
ー
プ
は
「
事
業
承
継
を
早
期
か
つ

円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
、
わ
が
国
経

済
に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
」

と
い
う
問
題
意
識
の
も
と
、
事
業
承

継
に
最
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
税

制
で
あ
る
「
非
上
場
株
式
等
の
納
税

猶
予
制
度
」、
す
な
わ
ち
「
事
業
承

継
税
制
」
を
研
究
対
象
と
し
ま
し
た
。

中
小
企
業
は
全
企
業
の
約
9
割
を

占
め
て
い
ま
す
。
経
営
者
の
平
均
年

齢
は
2
0
1
1
年
に
60
歳
を
超
え
、

今
後
5
年
か
ら
10
年
の
間
に
、
団
塊

世
代
を
中
心
に
多
く
の
経
営
者
が
事

業
承
継
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
迎
え
ま
す
。

と
こ
ろ
が
中
小
企
業
庁
の
調
査
に

よ
る
と
、「
後
継
者
の
資
質
や
能
力

の
向
上
」「
後
継
者
を
支
え
る
人
材

育
成
」
と
い
う
「
人
」
の
問
題
に
か

か
わ
る
部
分
の
準
備
は
進
め
ら
れ
て

い
る
も
の
の
、「
相
続
税
・
贈
与
税

へ
の
対
応
」「
自
社
株
式
の
後
継
者

へ
の
移
転
方
法
の
検
討
」
と
い
っ
た

「
税
」
の
部
分
の
準
備
は
進
ん
で
い

雇
用
確
保
や
地
域
経
済
維
持
が
目
的

黒
木　

中
小
企
業
の
事
業
承
継
に

係
る
税
制
等
の
各
種
制
度
は
「
事
業

承
継
の
円
滑
化
に
関
す
る
基
本
的
考

え
方
」
に
基
づ
い
て
創
設
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
考
え
方
と
は
「
株
式
の
分

散
の
防
止
と
株
式
の
集
中
に
よ
る
安

定
的
な
事
業
の
継
続
」、
そ
の
た
め

に
「
計
画
的
な
事
業
承
継
が
重
要
」

と
い
う
も
の
で
す
。

し
か
し
事
業
承
継
は
税
制
だ
け
で

な
く
、
遺
留
分
の
問
題
な
ど
法
制
面
、

事
業
承
継
に
係
る
資
金
需
要
な
ど
金

融
面
の
サ
ポ
ー
ト
も
必
要
で
す
。
そ

こ
で
税
制
、
法
制
、
金
融
が
一
体
と

な
っ
た
「
中
小
企
業
に
お
け
る
経
営

の
承
継
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
」

（
経
営
承
継
円
滑
化
法
）
が
、
平
成

20
年
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
承
継
税
制
は
、
こ
の
経
営
承

継
円
滑
化
法
の
制
定
を
受
け
、
平
成

21
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
、
雇
用

の
確
保
や
地
域
経
済
力
の
維
持
を
そ

の
創
設
目
的
と
し
た
相
続
税
・
贈
与

税
の
納
税
猶
予
制
度
と
し
て
創
設
さ

れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
内
容
は
、
中

小
企
業
の
後
継
者
が
会
社
の
株
式
を

先
代
経
営
者
か
ら
相
続
ま
た
は
贈
与

に
よ
り
取
得
し
た
場
合
、
そ
の
相
続

税
・
贈
与
税
の
納
税
が
猶
予
さ
れ
る

と
い
う
も
の
。
猶
予
対
象
は
後
継
者

の
保
有
株
式
数
が
発
行
済
議
決
権
株

式
総
数
の
3
分
の
2
に
達
す
る
ま
で

の
部
分
で
、
一
定
の
要
件
の
も
と
、

相
続
税
が
課
税
価
格
の
80
％
、
贈
与

税
は
全
額
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

手
続
き
面
と
し
て
は
、
都
道
府
県

知
事
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
や
申
告

後
に
お
け
る
税
務
署
へ
の
「
継
続
届

出
書
」
の
提
出
、都
道
府
県
へ
の
「
年

平成21年度税制改正で中小企業の円滑な事業承継の促進を目的とした「事業承継税制」が創設されたが、そ
の利用は必ずしも進んでいない。利用を躊躇させる原因の一つといわれる「雇用確保要件」と納税猶予制度の
関係を中心に、今後の事業承継税制の方向性についてＴＫＣ九州会研究グループが発表した。

荒武教和、海野理香、木山亜紀、黒木陽介
甲佐　敬、児玉貴士、桜井裕子、山崎潤子 （敬称略） ■とき：平成29年10月20日㈮

研究グループ
TKC九州会 

Ⅰ　
事
業
承
継
税
制
と
現
状

は
じ
め
に

非上場株式等の納税猶予をめぐる
雇用確保要件の検討
──平成29年度税制改正が実務に与える影響と今後の課題

研究
発表
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次
報
告
書
の
提
出
」
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
申
告
後
5
年
間
の
事
業
継

続
要
件
の
一
つ
と
し
て
「
雇
用
の
8

割
維
持
」
と
い
う
雇
用
確
保
要
件
が

課
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

事
業
承
継
税
制
の
利
用
は
ご
く
一
部

黒
木　

そ
れ
で
は
、
こ
の
事
業
承

継
税
制
は
ど
の
く
ら
い
利
用
さ
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
当
該
税
制
の
適
用
に
必
要
で

あ
る
経
済
産
業
大
臣
の
認
定
件
数
を

見
る
と
、
創
設
年
度
で
あ
る
平
成
21

年
度
か
ら
28
年
度
上
半
期
ま
で
の
累

計
が
1
6
1
2
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
三
大
都
市
圏
（
東
京
・
名
古

屋
・
大
阪
）
と
九
州
に
お
け
る
中
小

企
業
者
数
に
占
め
る
認
定
件
数
の
割

合
は
0
・
01
％
〜
0
・
03
％
で
す
。

続
い
て
、
経
済
産
業
大
臣
の
認
定

を
受
け
た
後
、
実
際
に
相
続
税
等
の

申
告
に
お
い
て
納
税
猶
予
制
度
を
利

用
し
た
人
数
と
納
税
猶
予
税
額
を
調

べ
て
み
ま
し
た
。
国
税
庁
の
資
料
に

よ
る
と
、
平
成
27
年
分
で
は
相
続
税

に
お
け
る
適
用
人
数
は
2
2
4
人
で

猶
予
税
額
が
約
1
4
8
億
円
、
贈
与
税

に
お
け
る
適
用
人
数
は
2
7
0
人
で

猶
予
税
額
が
約
2
6
5
億
円
で
し
た
。

平
成
27
年
分
の
相
続
税
課
税
対
象

被
相
続
人
が
約
10
万
3
0
0
0
人
、

税
収
が
約
1
兆
8
1
0
0
億
円
で
あ

る
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
事
業
承
継
に

あ
た
っ
て
当
該
税
制
が
十
分
に
活
用

さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

ド
イ
ツ・イ
ギ
リ
ス
の
事
業
承
継
税
制

児
玉　

次
に
、
諸
外
国
に
お
け
る

事
業
承
継
税
制
に
つ
い
て
、
比
較
的

日
本
の
制
度
に
近
い
と
思
わ
れ
る
ド

イ
ツ
と
、
簡
便
な
制
度
に
な
っ
て
い

る
イ
ギ
リ
ス
と
の
違
い
を
見
て
い
き

ま
す
。
資
料
1
（
次
頁
）
は
「
平
成

25
年
度
経
済
産
業
省
税
制
改
正
要

望
」か
ら
抜
粋
・
加
工
し
た
も
の
で
す
。

ド
イ
ツ
の
事
業
承
継
税
制
は
日
本

と
似
て
い
る
部
分
も
多
い
の
で
す
が
、

違
い
と
し
て
は
、
①
非
上
場
株
式
の

軽
減
割
合
は
85
％
の
評
価
減
、
②
雇

用
要
件
が
あ
る
が
小
規
模
企
業
は
免

除
、
③
部
分
納
付
（
要
件
を
継
続
で

き
な
く
な
っ
た
場
合
も
一
部
を
納
付

す
れ
ば
よ
い
制
度
）
が
認
め
ら
れ
て

い
る
─
─
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
他
に
も
、
7
年
間
の
事
業
継

続
を
条
件
と
し
て
株
式
の
評
価
が

1
0
0
％
軽
減
さ
れ
る
制
度
も
あ
り
、

そ
の
制
度
が
よ
り
多
く
利
用
さ
れ
て

い
る
と
い
う
調
査
結
果
が
あ
り
ま
す
。

続
い
て
イ
ギ
リ
ス
で
す
が
、
以
下

の
特
徴
で
分
か
る
よ
う
に
、
非
常
に

簡
便
な
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
非
上
場
株
式
の
軽
減
割
合
は

1
0
0
％
の
評
価
減

・
親
族
外
承
継
も
対
象

・
雇
用
要
件
や
事
業
継
続
期
間
が
な
い

・
免
除
ま
で
の
期
間
は
「
即
時
」

黒木陽介会員

Ⅱ　
諸
外
国
と
の
比
較
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原
則
相
続
時
の
手
続
き
だ
け
で
O
K

児
玉　

一
方
手
続
き
面
で
も
、
相

続
時
に
加
え
相
続
後
も
継
続
し
て
対

象
官
庁
へ
の
届
出
等
が
必
要
な
日
本

の
制
度
に
比
べ
簡
便
で
す
。

ド
イ
ツ
で
は
相
続
前
の
手
続
き
は

必
要
な
く
、
相
続
時
に
適
用
要
件
を

満
た
し
て
い
る
か
の
調
査
（
査
定
）

が
あ
る
だ
け
で
す
。
ま
た
相
続
後
も
、

税
務
署
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
ま

た
は
要
件
を
満
た
さ
な
く
な
っ
た
場

合
の
み
、
届
出
書
を
提
出
し
ま
す
。

相
続
時
の
調
査
で
は
、
評
価
減
の

対
象
と
な
る
資
産
に
関
す
る
書
類
お

よ
び
適
用
要
件
の
充
足
の
判
定
の
基

礎
と
な
る
金
額
等
を
記
載
し
た
書
類

の
添
付
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
書
類

の
形
式
は
定
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
イ
ギ
リ
ス
も
ド
イ
ツ
と
同
様

に
相
続
前
、
相
続
後
の
手
続
き
は
あ

り
ま
せ
ん
。
相
続
時
の
み
、
申
告
書

に
事
業
承
継
税
制
の
適
用
を
受
け
る

旨
を
記
載
し
た
明
細
書
を
添
付
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
記
載
す
べ
き

項
目
は
わ
ず
か
で
す
。

な
お
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
と
も
納

税
「
猶
予
」
制
度
で
は
な
い
の
で
、

担
保
提
供
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

要
件
が
少
な
く
適
用
後
も
低
リ
ス
ク

児
玉　

次
に
適
用
要
件
を
比
較
し

ま
す
。
日
本
で
は
後
継
者
が
会
社
の

代
表
で
あ
る
こ
と
、
雇
用
の
8
割
以

上
を
5
年
間
平
均
で
維
持
す
る
こ
と

な
ど
多
く
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
ド
イ
ツ
で
は
、
1
0
0
％

評
価
減
の
完
全
優
遇
制
度
の
場
合
で

も
、
主
な
適
用
要
件
は
①
7
年
間
の

事
業
継
続
、
②
7
年
間
の
人
件
費
要

件
（
給
与
水
準
）
の
維
持
、
③
7
年
間

の
株
式
の
継
続
保
有
─
─
の
三
つ
で

す
。
し
か
も
②
の
人
件
費
要
件
は
、
従

業
員
20
人
以
下
の
会
社
に
つ
い
て
は

段
階
的
に
課
さ
れ
、
3
人
以
下
の
事

業
所
に
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

イ
ギ
リ
ス
は
さ
ら
に
要
件
が
少
な

く
、
①
相
続
等
の
2
年
以
上
前
か
ら

の
株
式
の
継
続
保
有
（
相
続
後
は
要

件
な
し
）、
②
投
資
会
社
・
資
産
管

理
会
社
及
び
不
動
産
管
理
会
社
に
該

当
し
な
い
こ
と
─
─
の
み
で
す
。

さ
ら
に
制
度
利
用
後
の
リ
ス
ク
も
、

日
本
で
は
要
件
を
満
た
さ
な
く
な
っ

た
場
合
や
届
出
書
の
提
出
を
失
念
し

た
場
合
は
猶
予
が
打
ち
切
り
と
な
り
、

利
子
税
等
を
含
め
た
猶
予
税
額
を
全

額
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
ド
イ
ツ
で
は
、
仮
に
取
り

消
し
に
な
っ
て
も
要
件
を
充
足
し
た

期
間
に
応
じ
て
税
額
が
軽
減
さ
れ
、

さ
か
の
ぼ
っ
て
罰
科
金
や
利
子
を
課

さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ギ

リ
ス
で
も
、
故
意
ま
た
は
過
失
に
基

づ
き
適
用
要
件
を
満
た
さ
な
い
と
さ

れ
た
場
合
の
み
、
罰
科
金
や
延
滞
利

子
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

「
使
い
勝
手
」か「
課
税
の
公
平
」か

児
玉　

前
述
の
と
お
り
、
日
本
で

は
事
業
承
継
税
制
の
利
用
が
あ
ま
り

進
ん
で
い
ま
せ
ん
が
、
ド
イ
ツ
、
イ

ギ
リ
ス
で
は
広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
最
大
の
理
由
は
簡
便
で
使

い
勝
手
が
良
い
こ
と
、
つ
ま
り
「
納

税
猶
予
」
で
は
な
く
「
評
価
減
方
式
」

を
採
用
し
て
い
る
と
い
う
点
で
す
。

納
税
猶
予
の
場
合
は
、
課
税
原
因

の
発
生
後
も
常
に
そ
の
適
用
要
件
が

充
足
さ
れ
て
い
る
か
確
認
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
ど
う
し
て
も
届
出
書

主要国における事業承継税制資料１

国名

非上場株式の
評価減からの
軽減割合

親族外
承継も
対象

事業承継期
間平均での
雇用確保

雇用要件未
達成分だけ
の部分納付

事業継続
期間

免除
までの
期間

日本 80%軽減
納税猶予 ○ 〇

×
全額一括
納付

5年
後継者
死亡
まで

ドイツ
（日本に近い）

85%軽減
評価減 〇

〇
小規模企業
は雇用要件
免除

〇 5年 5年

イギリス
（簡便）

100%軽減
評価減 〇 雇用要件

なし
雇用要件
なし なし 即時

『平成25年度経済産業省 税制改正要望』より抜粋加工（一部修正）

児玉貴士会員
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の
提
出
な
ど
の
手
続
き
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
手

続
き
を
設
け
る
こ
と
で
租
税
回
避
行

為
を
防
ぎ
、
課
税
の
公
平
性
を
確
保

す
る
と
い
う
目
的
が
あ
る
か
ら
で
す

が
、「
円
滑
な
事
業
承
継
」
と
い
う

観
点
に
お
い
て
は
、
そ
の
効
果
は
極

め
て
限
定
的
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

れ
る
と
い
う
評
価
減
方
式
で
す
。

そ
の
後
、
平
成
21
年
度
税
制
改
正

で
こ
れ
が
廃
止
さ
れ
「
納
税
猶
予
制

度
」
が
創
設
さ
れ
た
の
で
す
が
、
そ

の
理
由
は
二
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
、
事
業
承
継
税
制
の
創

設
目
的
と
異
な
る
使
い
方
が
可
能
に

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
例
え
ば

評
価
減
方
式
だ
と
、
相
続
後
す
ぐ
に

会
社
を
解
散
す
る
と
い
う
こ
と
も
可

能
で
す
が
、
そ
れ
で
は
当
該
税
制
の

目
的
の
一
つ
で
あ
る「
雇
用
の
確
保
」

が
達
成
で
き
ま
せ
ん
。

も
う
一
つ
は
、
相
続
税
の
課
税
方

式
に
よ
る
理
由
で
す
。
現
在
わ
が
国

に
お
い
て
採
用
さ
れ
て
い
る
課
税
方

式
は
「
法
定
相
続
分
課
税
方
式
」
で

す
が
、
こ
の
課
税
方
式
に
基
づ
い
て

株
式
の
「
評
価
減
」
を
適
用
し
た
場

合
、
事
業
承
継
相
続
人
以
外
の
相
続

人
の
納
税
負
担
も
軽
減
さ
れ
て
し
ま

う
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
も
本
来
の
目

的
か
ら
逸
脱
し
て
し
ま
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
ど
の
よ
う
な
優
遇
制
度

が
最
適
か
を
考
え
る
た
め
に
は
、
相

続
税
の
課
税
方
式
の
理
解
が
必
要
で

あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

相
続
税
課
税
方
式
の
変
遷

桜
井　

相
続
税
の
課
税
方
式
に
は

①
遺
産
課
税
方
式
、
②
遺
産
取
得
課

税
方
式
、
③
法
定
相
続
分
課
税
方
式

─
─
の
三
つ
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
根
拠
と
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
は
資
料
2
（
次
頁
）
の
通
り
で
す
。

わ
が
国
で
は
現
在
、
③
法
定
相
続

分
課
税
方
式
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
課
税
方
式
は
①
と
②
の
い
わ
ば

折
衷
方
式
と
い
え
ま
す
。

し
か
し
、
実
は
わ
が
国
の
相
続
税

は
明
治
38
年
に
「
遺
産
課
税
方
式
」

で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

昭
和
25
年
に「
遺
産
取
得
課
税
方
式
」

に
改
正
さ
れ
、
そ
の
8
年
後
の
昭
和

33
年
に
「
法
定
相
続
分
課
税
方
式
」

に
改
正
さ
れ
る
な
ど
い
く
つ
か
の
変

遷
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

相
続
税
の
存
在
意
義
ま
で
さ
か
の
ぼ

っ
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

租
税
法
の
権
威
で
あ
る
金
子
宏
教

授
は
、『
税
研
』
1
0
2
号
（
日
本

税
務
研
究
セ
ン
タ
ー
・
2
0
0
2
年
）

「
相
続
税
制
度
の
構
造
的
改
革
」
の

中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

 

「
相
続
税
の
存
在
意
義
は
、
所
得
税

の
補
完
税
で
あ
る
こ
と
に
あ
る
、
と

考
え
る
。
相
続
に
よ
る
財
産
の
取
得

も
、
外
か
ら
の
経
済
的
価
値
の
流

入
・
帰
属
と
い
う
点
で
は
、
広
義
の

所
得
の
一
つ
の
類
型
で
あ
る
」。

つ
ま
り
相
続
税
は
「
所
得
税
の
補

完
税
」
で
あ
り
「
相
続
に
よ
る
財
産

の
取
得
も
広
義
の
所
得
の
一
つ
」
な

の
で
す
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
三
つ
の

方
式
の
課
税
根
拠
を
見
る
と
、
富
の

取
得
に
担
税
力
を
見
出
し
、
包
括
的

所
得
概
念
に
基
づ
い
て
い
る
「
②
遺

産
取
得
課
税
方
式
」
が
最
適
で
あ
る

と
い
え
ま
す
。
そ
れ
な
ら
な
ぜ
、
わ

が
国
で
は「
法
定
相
続
分
課
税
方
式
」

が
採
用
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

昭
和
33
年
に
「
遺
産
取
得
課
税
方

式
」
が
廃
止
さ
れ
た
理
由
と
し
て
、

Ⅲ　
相
続
税
の
課
税
方
式

桜井裕子会員

評
価
減
で
は
目
的
を
果
た
せ
な
い

甲
佐　

諸
外
国
の
事
例
か
ら
、
簡

便
な
制
度
で
あ
れ
ば
多
く
の
利
用
が

期
待
で
き
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

な
ぜ
日
本
は
煩
雑
な
納
税
猶
予
制
度

を
採
用
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

桜
井　

実
は
、
日
本
も
か
つ
て
は

評
価
減
方
式
を
採
用
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
14
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て

「
取
引
相
場
の
な
い
株
式
等
に
つ
い

て
の
相
続
税
の
課
税
価
格
の
計
算
の

特
例
」
が
創
設
さ
れ
た
の
で
す
が
、

こ
れ
は
当
初
3
億
円
を
限
度
と
し
て

相
続
税
の
課
税
価
格
が
10
％
軽
減
さ
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①
仮
装
分
割
に
よ
る
租
税
回
避
の
問

題
、
②
遺
産
分
割
の
確
認
の
税
務
行

政
上
の
問
題
、
③
中
小
企
業
の
事
業

用
資
産
等
の
分
割
が
困
難
─
─
が
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
遺
産

取
得
課
税
方
式
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
解

消
す
る
た
め
に
法
定
相
続
分
課
税
方

式
に
変
更
さ
れ
た
の
で
す
。

ま
た
、
平
成
21
年
度
税
制
改
正
の

際
に
は
元
の
遺
産
取
得
課
税
方
式
に

戻
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
議
論
が
行

わ
れ
た
の
で
す
が
、
そ
の
時
は
結
局

「
課
税
方
式
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

課
税
の
公
平
性
や
相
続
の
あ
り
方
に

関
す
る
国
民
の
考
え
方
と
も
関
連
す

る
重
要
な
問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

幅
広
い
国
民
の
合
意
を
得
な
が
ら
議

論
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て
、

改
正
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

つ
ま
り
現
行
の
法
定
相
続
分
課
税

方
式
が
約
50
年
間
も
継
続
さ
れ
簡
単

に
は
改
正
で
き
な
い
現
状
か
ら
す
る

と
、
当
面
は
こ
の
方
式
を
前
提
に
す

る
の
が
現
実
的
と
い
う
こ
と
で
す
。

現
状
で
は
納
税
猶
予
が
最
も
合
理
的

桜
井　

こ
う
し
た
相
続
税
の
存
在

意
義
や
変
遷
を
調
べ
た
結
果
、
次
の

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

評
価
減
方
式
は
、
相

続
税
が
遺
産
取
得
課
税

方
式
で
あ
れ
ば
事
業
承

継
相
続
人
の
負
担
を
軽

減
す
る
本
来
目
的
に
適

合
す
る
も
の
の
、
法
定

相
続
分
課
税
方
式
で
は

事
業
承
継
相
続
人
以
外

の
相
続
人
の
税
負
担
も

軽
減
し
て
し
ま
う
不
具

合
が
生
じ
る
た
め
、
不

適
当
と
い
え
ま
す
。

一
方
納
税
猶
予
制
度

は
、
遺
産
取
得
課
税
方

式
、
法
定
相
続
分
課
税

方
式
い
ず
れ
の
場
合
で

も
、
株
式
を
取
得
し
た

事
業
承
継
相
続
人
の
負
担
を
軽
減
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
制
度
本
来

の
目
的
に
適
合
し
ま
す
。

つ
ま
り
相
続
税
課
税
方
式
や
制
度

の
目
的
を
踏
ま
え
れ
ば
、
現
行
の
納

税
猶
予
制
度
が
よ
り
合
理
的
な
方
法

と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
雇
用
確
保
要
件
」の
検
討
が
必
要

甲
佐　

制
度
と
し
て
は
「
納
税
猶

予
」
に
合
理
性
が
あ
る
こ
と
は
分
か

り
ま
し
た
が
、
そ
れ
な
ら
な
ぜ
、
利

用
件
数
が
増
え
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

荒
武　

中
小
企
業
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
よ
る
と
、
当
該
制
度
を
利

用
し
な
い
理
由
の
中
で
多
い
の
が
、

「
納
税
猶
予
制
度
は
手
続
き
が
煩
雑

だ
か
ら
」「
納
税
猶
予
制
度
は
難
解

だ
か
ら
」
な
ど
手
続
き
面
で
の
理
由

で
す
。
そ
の
他
「
雇
用
を
5
年
間
で

平
均
8
割
を
維
持
す
る
の
が
困
難
」

「
納
税
猶
予
が
取
り
消
さ
れ
る
リ
ス

ク
が
あ
る
か
ら
」
な
ど
、
雇
用
確
保

Ⅳ　
納
税
猶
予
制
度
の
課
題

課税方式の特徴とメリット・デメリット資料2

①遺産課税方式 ②遺産取得課税方式 ③法定相続分課税方式

特
徴

被相続人の生前所得
の清算課税
資産の引き継ぎの
社会化
制限的所得概念
⇒財産税

富の取得に担税力を
見出して相続人に
課税
包括的所得概念
⇒所得税の補完税
（広義の所得税）

遺産取得課税方式を
基として、法定相続分
課税の導入により、遺
産取得課税方式のデ
メリットを解消しようと
する折衷方式

メ
リ
ッ
ト

①課税制度が簡便で
あり、税務執行も容
易である
②被相続人の一生を通
じての税負担を清算
するのに適している
③税負担軽減を目的
とする遺産の仮装分
割による申告を防
ぎ、税負担の公平を
図ることができる

①自己が取得した財産
だけで、正確な税額
の計算・申告ができる
②各々の担税力に応じ
た課税をすることが
できる
③課税価格の減額措
置は、居住等を継続
する者のみに減税効
果が及び、他の相続
人の税負担は軽減さ
れないため、公平性
が保てる

①遺産分割の方法が
異なっても、遺産総
額と法定相続人の
数が同じならば、相
続税の総額は変わら
ない

デ
メ
リ
ッ
ト

①財産取得者ごとの
担税力に応じた課税
ができない
②相続人の数および
実際の財産の取得
に関係なく税負担が
決定されるため、富
の集中抑制には効
果を発しない

①被相続人の意思が
制限されやすい
②税負担回避目的の
仮装分割を誘発する
恐れがある
③農業用資産、中小企
業の事業用資産は
分割困難で税負担
が重くなる

①取得した遺産の額
が異なっても、同じ
税率が適用される
②すべての財産を把握
しなければ正確な税
額の計算ができない
③遺産の額が同額でも
法定相続人の数によ
り税額が異なる
④居住や事業の継続
に配慮した課税価格
の減額措置は、関係
のない他の相続人
の税負担まで緩和さ
れる
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要
件
と
そ
の
打
切
り
リ
ス
ク
も
理
由

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

 「
評
価
減
」
あ
る
い
は
「
税
額
控
除
」

な
ら
申
告
後
の
要
件
の
充
足
は
不
要

で
す
が
、「
納
税
猶
予
」
は
あ
く
ま

で
も
納
税
義
務
が
発
生
し
て
い
る
税

額
を
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
こ
と

を
条
件
と
し
て
「
猶
予
」
し
て
い
る

だ
け
な
の
で
、
申
告
後
も
納
税
義
務

は
継
続
し
ま
す
。

こ
こ
で
改
め
て
「
非
上
場
株
式
等

に
係
る
納
税
猶
予
制
度
の
政
策
目

的
」
を
確
認
す
る
と
「
雇
用
の
確
保

や
地
域
経
済
活
力
の
維
持
」
と
い
う

項
目
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
「
雇
用

の
確
保
」
は
、
当
該
税
制
に
お
い
て

そ
の
政
策
目
的
に
直
結
す
る
最
も
重

要
な
要
件
で
あ
る
た
め
、
申
告
後
に

お
け
る
要
件
充
足
の
チ
ェ
ッ
ク
を
厳

格
に
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
す
。

そ
の
一
方
で
、
前
述
の
通
り
、
納

税
猶
予
制
度
の
利
用
件
数
が
伸
び
悩

ん
で
い
る
原
因
の
一
つ
が
「
雇
用
確

保
要
件
」
の
維
持
が
困
難
で
あ
る
こ

と
も
否
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
納
税
猶
予

制
度
の
利
用
促
進
の
た
め
に
は
「
雇

用
確
保
要
件
」
の
検
討
が
必
要
で
あ

る
、
と
の
考
え
に
至
り
ま
し
た
。

労
働
市
場
の
変
化
に
応
じ
た
制
度
に

黒
木　

こ
こ
で
、
雇
用
の
確
保
が

政
策
目
的
と
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、

事
業
承
継
税
制
創
設
の
経
緯
と
当
時

の
時
代
背
景
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。

事
業
承
継
税
制
の
在
り
方
が
検
討

さ
れ
て
い
た
平
成
17
年
〜
20
年
当
時

の
日
本
で
は
、
デ
フ
レ
経
済
に
よ
っ

て
有
効
求
人
倍
率
が
下
降
し
、
平
成

21
年
度
に
は
0
・
45
倍
に
ま
で
落
ち

込
む
な
ど
雇
用
が
非
常
に
不
安
定
で

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
全
雇
用
の
約
7
割
を
占

め
る
中
小
企
業
の
雇
用
者
数
維
持
を

税
制
面
か
ら
支
援
す
る
た
め
に
、

「
雇
用
確
保
」
を
政
策
目
的
と
す
る
納

税
猶
予
制
度
が
創
設
さ
れ
た
の
で
す
。

し
か
し
、
労
働
市
場
は
そ
の
後
大

き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
有

効
求
人
倍
率
を
見
る
と
、
平
成
21
年

度
は
0
・
4
％
強
だ
っ
た
の
が
平
成

28
年
度
に
は
約
1
・
4
％
と
1
・
39

倍
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
中
小
企
業

基
盤
整
備
機
構
の
景
況
調
査
で
も
、

平
成
24
年
に
は
す
べ
て
の
産
業
で
従

業
員
数
が
「
不
足
」
し
て
い
る
と
い

う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

事
業
承
継
税
制
の
利
用
促
進
の
た

め
に
は
、そ
の
政
策
目
的
で
あ
る「
雇

用
の
確
保
」
を
、
労
働
市
場
等
の
社

会
状
況
の
変
化
を
踏
ま
え
た
上
で
ど

の
よ
う
に
位
置
付
け
、
い
か
な
る
条

件
を
定
め
る
べ
き
か
を
検
討
す
べ
き

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

荒武教和会員

Ⅴ　
平
成
29
年
度
税
制
改
正
の
影
響

従
業
員
1
人
の
減
少
な
ら
O
K
に

甲
佐　

雇
用
確
保
要
件
に
つ
い
て

は
、
平
成
29
年
度
の
税
制
改
正
で
要

件
緩
和
等
の
見
直
し
が
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
。
具
体
的
な
問
題
点
と
し
て

「
雇
用
確
保
要
件
の
充
足
」
と
認
定

取
消
し
と
な
っ
た
場
合
の
「
贈
与
税

の
納
税
猶
予
の
認
定
取
り
消
し
の
リ

ス
ク
」、
さ
ら
に
先
代
経
営
者
死
亡

に
伴
い
相
続
税
の
納
税
猶
予
へ
切
り

替
え
る
際
、
中
小
企
業
要
件
等
を
充

足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
、
災

害
時
の
経
営
環
境
激
変
時
の
雇
用
確

保
要
件
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、

平
成
29
年
度
税
制
改
正
で
は
「
人
手

不
足
を
踏
ま
え
た
雇
用
要
件
の
見
直

し
」
と
「
事
業
承
継
の
早
期
取
組
を

促
進
す
る
た
め
の
生
前
贈
与
の
税
制

優
遇
強
化
」
の
二
つ
の
側
面
か
ら
、

改
正
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず「
雇
用
確
保
要
件
の
見
直
し
」

で
す
が
、
非
上
場
株
式
等
の
相
続

山崎潤子会員
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負
担
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

し
た
。
事
業
承
継
税
制
の
利
用
を
検

討
す
る
中
小
企
業
者
に
と
っ
て
、
こ

の
猶
予
取
消
時
の
リ
ス
ク
が
大
き
な

ハ
ー
ド
ル
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
改
正
後
は
両
制
度
を
併
用

で
き
る
よ
う
に
し
、
仮
に
猶
予
の
取

消
し
が
あ
っ
た
場
合
で
も
、
特
別
控

除
額
2
5
0
0
万
円
適
用
後
の
金
額

に
一
律
20
％
の
税
率
を
適
用
し
た
贈

与
税
額
を
納
付
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
先
代
経
営
者
の
相
続

発
生
時
に
は
通
常
の
相
続
税
の
申
告

と
同
額
の
相
続
税
額
と
な
る
の
で
、

取
消
リ
ス
ク
が
払
拭
さ
れ
ま
す
。

最
後
に
「
贈
与
税
の
納
税
猶
予
制

度
か
ら
相
続
税
の
納
税
猶
予
制
度
へ

の
切
替
要
件
の
見
直
し
」
で
す
。

改
正
後
は
、
切
替
要
件
の
う
ち
、

中
小
企
業
者
で
あ
る
こ
と
及
び
当
該

会
社
の
株
式
等
が
非
上
場
株
式
等
で

あ
る
こ
と
と
す
る
要
件
が
撤
廃
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
贈
与
税
の

納
税
猶
予
制
度
の
適
用
を
受
け
て
い

る
会
社
が
経
営
承
継
期
間
中
に
上
場

し
た
場
合
も
、
納
税
猶
予
が
取
り
消

さ
れ
る
こ
と
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

利
用
促
進
に
有
効
だ
が
課
題
も
残
る

甲
佐　

以
上
四
つ
の
改
正
内
容
は
、

こ
れ
ま
で
利
用
が
進
ま
な
い
理
由
と

し
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
「
雇
用
確
保

要
件
」
や
「
取
消
リ
ス
ク
」
を
緩
和

す
る
も
の
で
あ
り
、
改
正
に
よ
っ
て

利
用
促
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
確
か
に
事
業
承
継

の
促
進
に
向
け
た
有
効
性
は
認
め
ら

れ
る
も
の
の
、
ど
こ
か
ア
ク
セ
ル
と

ブ
レ
ー
キ
を
同
時
に
踏
ん
で
い
る
よ

う
な
、
す
っ
き
り
し
な
い
部
分
も
残

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
以
下
の
二

つ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

1
．
雇
用
確
保
要
件
が
維
持
さ
れ
た

平
成
29
年
度
改
正
に
よ
り
、
確
か

に
事
業
承
継
税
制
は
従
業
員
数
が
5

人
未
満
の
小
規
模
事
業
者
に
利
用
し

や
す
い
制
度
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
雇
用
確
保
要
件
自
体
は

そ
の
ま
ま
維
持
さ
れ
て
い
る
の
で
、

猶
予
打
切
り
に
よ
る
将
来
の
納
税
負

担
の
不
安
は
依
然
と
し
て
残
さ
れ
た

ま
ま
で
す
。

税
・
贈
与
税
の
納
税
猶
予
を
受
け
た

場
合
、
5
年
間
の
事
業
継
続
要
件
の

充
足
、
ま
た
事
業
継
続
要
件
の
一
つ

で
あ
る
雇
用
確
保
要
件
は
「
5
年
平

均
で
常
時
使
用
従
業
員
数
の
1
0
0

分
の
80
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

改
正
前
は
「
相
続
開
始
時
又
は
贈

与
時
の
常
時
使
用
従
業
員
数
に

1
0
0
分
の
80
を
乗
じ
て
計
算
し
た

数
に
1
人
に
満
た
な
い
端
数
が
あ
る

と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
上
げ
る
」
と

さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
2
人
が
1
人
、

3
人
が
2
人
、
4
人
が
3
人
に
減
少

し
た
場
合
に
は
、
雇
用
確
保
要
件
を

満
た
さ
ず
認
定
取
り
消
し
と
な
る
と

い
う
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

改
正
後
は
、
1
人
に
満
た
な
い
端

数
が
あ
る
と
き
は
切
り
捨
て
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
改
正
に
よ
り

従
業
員
数
5
人
未
満
の
小
規
模
事
業

者
は
、
従
業
員
が
1
人
減
る
場
合
に

も
猶
予
を
継
続
で
き
る
よ
う
要
件
が

緩
和
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
雇

用
確
保
要
件
が
ネ
ッ
ク
と
な
り
利
用

を
躊
躇
し
て
い
た
小
規
模
事
業
者
に

と
っ
て
は
大
き
な
改
正
で
す
。

ま
た
「
災
害
等
の
場
合
の
要
件
緩

和
」
に
つ
い
て
も
、
改
正
前
は
災
害

の
場
合
も
原
則
と
し
て
雇
用
確
保
要

件
が
維
持
さ
れ
ま
し
た
が
、
改
正
後

は
災
害
や
取
引
先
の
倒
産
等
が
生
じ

た
場
合
に
は
、
影
響
の
程
度
に
応
じ

て
雇
用
確
保
要
件
等
が
免
除
・
緩
和

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

相
続
時
精
算
課
税
と
の
併
用
も
可
能
に

甲
佐　

次
に
「
相
続
時
精
算
課
税

制
度
と
の
併
用
」
に
つ
い
て
確
認
し

ま
す
。
改
正
前
は
贈
与
税
の
納
税
猶

予
制
度
と
相
続
時
精
算
課
税
制
度
と

の
併
用
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
納

税
猶
予
期
間
中
に
認
定
が
取
り
消
さ

れ
た
場
合
に
は
贈
与
税
の
超
過
累
進

税
率
が
適
用
さ
れ
、
多
額
の
贈
与
税甲佐　敬会員
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2
．「
親
族
外
承
継
」
に
対
す
る

手
当
て
が
不
十
分

贈
与
税
の
納
税
猶
予
が
打
切
り
に

な
っ
た
場
合
の
税
負
担
の
軽
減
と
い

う
視
点
か
ら
は
、
相
続
時
精
算
課
税

制
度
が
併
用
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
は
極

め
て
大
き
い
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
、

相
続
時
精
算
課
税
は
直
系
尊
属
・
卑

属
間
で
し
か
適
用
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、
直
系
外
の
親
族
間
で
の
承
継
や

親
族
外
承
継
に
お
い
て
は
、
そ
の
メ

リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
ま
せ
ん
。

1
．
納
税
猶
予
制
度
の
枠
組
み
に

よ
る
解
決

納
税
猶
予
制
度
の
維
持
を
前
提
と

し
て
「
雇
用
確
保
要
件
の
抜
本
的
な

見
直
し
」「
猶
予
税
額
の
免
除
」
と

い
う
二
つ
の
方
法
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

⑴
雇
用
確
保
要
件
の
抜
本
的
な
見

直
し中

小
企
業
庁
で
は
「
事
業
承
継
を

中
心
と
す
る
事
業
活
性
化
に
関
す
る

検
討
会
」
を
設
置
し
て
、
事
業
承
継

に
関
す
る
政
策
的
課
題
や
制
度
・
支

援
の
あ
り
方
の
議
論
を
行
い
、
平
成

28
年
9
月
に
中
間
報
告
を
発
表
し
て

い
ま
す
。
そ
の
中
間
報
告
で
は
「
早

期
か
つ
計
画
的
な
取
組
の
促
進
」

「
経
済
状
況
の
変
化
へ
の
対
応
」「
経
営

の
自
由
度
の
確
保
」
と
い
う
観
点
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
示
さ
れ
、
事

業
承
継
に
関
す
る
課
題
へ
の
解
決
に

向
け
た
方
向
性
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
「
小
規
模
企
業
等
に

つ
い
て
は
雇
用
確
保
要
件
を
現
在
の

8
割
か
ら
5
〜
6
割
に
緩
和
す
べ

き
」
と
、
雇
用
確
保
要
件
の
さ
ら
な

る
緩
和
の
意
見
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
「
雇
用
環
境
や
企
業
の
I
T
化

等
を
踏
ま
え
、
売
上
高
や
付
加
価
値

な
ど
の
従
業
員
数
以
外
の
指
標
を
用

い
る
こ
と
も
検
討
に
値
す
る
」
と
し

て
、
雇
用
確
保
要
件
に
代
え
て
、
実

状
に
即
し
た
指
標
を
導
入
す
る
意
見

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
こ
の
検
討
会
の
座
長

を
務
め
て
い
る
品
川
芳
宣
教
授
は

「
雇
用
維
持
よ
り
中
小
企
業
の
存
続

自
体
が
重
要
で
あ
り
、
雇
用
確
保
要

件
に
固
執
し
な
く
て
も
よ
い
の
で
は

な
い
か
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

⑵
猶
予
税
額
の
免
除

前
述
の
検
討
会
に
よ
る
中
間
報
告

で
は
、「
経
営
の
自
由
度
の
確
保
」

と
い
う
視
点
か
ら
、
事
業
承
継
税
制

に
お
け
る
一
定
の
要
件
が
、
結
果
と

し
て
中
小
企
業
の
事
業
活
動
を
必
要

以
上
に
制
約
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
て
、
中

小
企
業
の
経
営
お
よ
び
事
業
承
継
の

実
態
を
考
慮
し
て
適
用
要
件
を
合
理

化
・
効
率
化
す
べ
き
と
し
て
、「
後

継
者
の
意
思
決
定
を
過
度
に
制
約
し

な
い
よ
う
、
一
定
期
間
経
過
時
点
で

猶
予
税
額
を
免
除
す
べ
き
」
な
ど
の

意
見
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
日
本
税
理
士
会
連
合
会
は
、

平
成
30
年
度
の
税
制
改
正
に
対
し
て

「
農
業
相
続
人
が
農
地
等
を
取
得
し

た
場
合
の
納
税
猶
予
の
特
例
で
は
、

20
年
経
過
後
に
免
除
さ
れ
る
。
非
上

場
株
式
等
に
係
る
相
続
税
・
贈
与
税

の
納
税
猶
予
制
度
に
つ
い
て
も
、
年

数
基
準
の
導
入
を
検
討
す
べ
き
」
と

の
意
見
を
出
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
事
業
承
継
税
制
の

利
用
促
進
に
は
、
一
定
の
要
件
の
も

と
猶
予
税
額
を
免
除
す
る
な
ど
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
を
付
与
す
る
こ
と
も
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

2
．
税
額
控
除
制
度
に
よ
る
解
決

前
述
の
通
り
、
事
業
継
続
の
円
滑

化
の
基
本
的
な
考
え
方
は
「
株
式
の

集
中
に
よ
る
安
定
的
な
事
業
の
継
続

を
図
る
こ
と
」
に
あ
り
ま
す
。
つ
ま

り
多
額
の
相
続
税
等
を
負
担
す
る
後

継
者
に
対
す
る
税
負
担
を
軽
減
す
る

こ
と
に
よ
り
、
経
営
原
資
で
あ
る
議

決
権
株
式
の
分
散
を
防
止
す
る
こ
と

が
狙
い
で
す
。
こ
れ
を
踏
ま
え
た
上

で
、
事
業
承
継
税
制
に
税
額
控
除
制

度
を
導
入
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

Ⅵ　
今
後
の
方
向
性

二
つ
の
視
点
か
ら
の
解
決
策

木
山　

こ
れ
ら
の
課
題
を
踏
ま
え
、

当
該
税
制
の
「
今
後
の
方
向
性
」
を

二
つ
の
視
点
か
ら
検
討
し
ま
し
た
。

一
つ
目
は
「
納
税
猶
予
制
度
の
枠

組
み
に
よ
る
解
決
」
と
し
て
、
特
に

雇
用
確
保
要
件
に
つ
い
て
の
検
討
、

二
つ
目
は
「
新
た
な
法
制
度
に
よ
る

解
決
」
と
し
て
、
税
額
控
除
制
度
の

可
能
性
に
つ
い
て
の
検
討
で
す
。
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例
え
ば
、
研
究
開
発
税
制
で
あ
る

試
験
研
究
費
に
お
け
る
法
人
税
額
の

特
別
控
除
制
度
を
見
る
と
、
平
成
15

年
度
に
「
増
加
試
験
研
究
費
の
税
額

控
除
制
度
」
と
の
選
択
制
で
「
総
額
に

係
る
特
別
税
額
控
除
制
度
」
が
創
設

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
翌
年
に

は
活
用
状
況
が
約
4
倍
に
増
加
し
、

平
成
18
年
、
19
年
に
そ
の
内
容
が

縮
減
さ
れ
る
と
、
平
成
20
年
に
は

活
用
状
況
が
半
減
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
政
策
目
的
と
し

て
の
即
効
性
の
側
面
か
ら
す
る
と

「
税
額
控
除
制
度
」
は
非
常
に
有

効
な
手
段
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

ま
た
税
額
控
除
は
適
用
時
点
で
完

結
す
る
た
め
、
納
税
猶
予
制
度
と

異
な
り
事
業
継
続
要
件
に
縛
ら
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
税
額
控
除
制
度
に
は

即
効
性
・
有
効
性
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
一
方
で
、
租
税
回
避
行

為
が
誘
発
さ
れ
る
と
い
う
デ
メ
リ

ッ
ト
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば

①
意
図
的
に
解
散
・
清
算
し
多
額

の
残
余
財
産
の
分
配
を
受
け
る
、

②
意
図
的
に
代
表
取
締
役
を
退
任

し
多
額
の
退
職
金
を
受
給
す
る
、
③

意
図
的
に
株
式
を
売
却
し
高
額
な
売

却
資
金
を
受
領
す
る
─
─
と
い
っ
た

方
法
で
す
。

こ
う
し
た
租
税
回
避
行
為
に
対
し

て
は
、
個
別
否
認
規
定
を
設
け
て
対

処
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

租
税
特
別
措
置
法
の
法
的
根
拠

甲
佐　

こ
う
し
た
雇
用
確
保
要
件

の
抜
本
的
見
直
し
や
猶
予
税
額
の
免

除
、
税
額
控
除
は
、
確
か
に
一
定
の

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
し
か
し
一

方
で
、「
課
税
の
公
平
性
が
害
さ
れ

る
」
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
。

そ
も
そ
も
事
業
承
継
税
制
は
相
続

税
の
本
法
で
は
な
く
、
租
税
特
別
措

置
と
し
て
創
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
で

は
課
税
の
公
平
性
と
の
関
係
に
お
い

て
、
租
税
特
別
措
置
と
は
ど
の
よ
う

な
位
置
付
け
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

木
山　

租
税
特
別
措
置
の
定
義
に

つ
い
て
前
述
の
金
子
教
授
は
「
何
ら

か
の
政
策
目
的
実
現
の
た
め
に
、
特

定
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
に
、
税

負
担
を
軽
減
す
る
」
と
定
義
し
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
租
税
特
別
措
置
と
は
、

特
定
の
政
策
目
的
を
達
成
す
る
た
め

に
、「
課
税
の
公
平
性
」
を
犠
牲
に

し
て
例
外
的
に
認
め
ら
れ
る
法
律
で

あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
「
課
税
の
公
平
性
」
に
つ
い

て
は
、
わ
が
国
の
代
表
的
な
判
例
と

し
て
「
大
島
訴
訟
」
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
は
、
給
与
所
得
者
に
は
必

要
経
費
の
控
除
が
認
め
ら
れ
な
い
こ

と
か
ら
不
合
理
な
差
別
を
も
た
ら
さ

れ
て
い
る
と
し
て
、
憲
法
第
14
条
1

項
の
「
平
等
」
規
定
に
違
反
す
る
な

ど
の
主
張
が
な
さ
れ
た
も
の
で
す
。

最
高
裁
判
決
で
は
「
憲
法
第
14
条

1
項
の
平
等
概
念
は
、
合
理
的
な
理

由
な
く
差
別
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る

相
対
的
平
等
概
念
を
意
味
す
る
も
の

で
あ
り
、
立
法
目
的
が
正
当
な
も
の

で
そ
の
目
的
が
不
合
理
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
で
な
い
限
り
そ
の
合
理
性

を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
憲
法

第
14
条
1
項
の
規
定
に
違
反
し
な

い
」
と
の
租
税
立
法
の
違
憲
審
査
基

準
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
「
合
理
性
の
判
断
」
に
つ

い
て
は
「
政
策
税
制
措
置
の
見
直
し

「政策税制措置の見直しの指針（六つのテスト）」資料3

（平成22年度「租税特別措置の見直しに関する基本方針」）
○背景にある政策に今日的な「合理性」が認められるか
１．法律に規定される等、所管官庁の政策体系の中で優先度や緊要性の高いものとして明
確に位置付けられているか。　

２．当初の政策目標が既に達成されていないか。
○政策目的に向けた手段としての「有効性」が認められるか
３．適用数が想定外に僅少であったり、想定外に特定の者に偏っていないか。
４．政策評価法に基づく所管官庁の事後評価等において、税収減を是認するような有効性
（費用対効果）が客観的に確認されているか。

○補助金等他の政策手段と比して「相当性」が認められるか
５．同様の政策目的に係る他の支援措置や義務付け等がある場合に、適切かつ明確に役割
分担がなされているか。

６．適用実態等からみて、その政策目的を達成するための政策手段として的確であり、か
つ、課税の公平原則に照らし、国民の納得できる必要最小限の特別措置となっているか。

木山亜紀会員
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の
指
針
（
六
つ
の
テ
ス
ト
）」（
資
料

3
）
に
お
い
て
、
①
法
律
に
規
定
さ

れ
る
等
、
所
管
官
庁
の
政
策
体
系
の

中
で
優
先
度
や
緊
要
性
の
高
い
も
の

と
し
て
明
確
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
か
、
②
当
初
の
政
策
目
標
が
既
に

達
成
さ
れ
て
い
な
い
か
─
─
な
ど
の

判
断
基
準
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
租

税
特
別
措
置
の
「
新
設
・
変
更
・
廃

止
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
際
に
、
こ

の
基
準
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

海
野　

平
成
29
年
10
月
6
日
付
の

日
本
経
済
新
聞
に
「
大
廃
業
時
代
の

足
音
」
と
い
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
見

出
し
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
記
事
に
よ
る
と
、
廃
業
す
る
会

社
の
5
割
が
経
常
黒
字
で
あ
る
と
指

摘
し
た
上
で
、
経
済
産
業
省
幹
部
の

話
と
し
て
「
大
廃
業
時
代
が
迫
り
向

こ
う
10
年
が
正
念
場
」
で
あ
り
、
試

算
に
よ
る
と
黒
字
廃
業
を
放
置
す
れ

ば
2
0
2
5
年
ま
で
の
累
計
で
約

6
5
0
万
人
の
雇
用
と
約
22
兆
円
の

国
内
総
生
産
（
G
D
P
）
が
失
わ
れ

る
恐
れ
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
平
成
29
年
9
月
11
日
付
の

『
税
の
し
る
べ
』（
大
蔵
財
務
協
会
）

に
も
「
事
業
承
継
税
制　

抜
本
的
な

拡
充
を
要
望
」
の
見
出
し
で
、
経
済

産
業
省
の
平
成
30
年
度
税
制
改
正
要

望
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
ま
す
。「
29
年
度
改
正
の
効
果
の

検
証
が
な
さ
れ
る
前
に
新
た
な
見
直

し
要
望
が
出
さ
れ
た
背
景
に
は
、
中

小
企
業
経
営
者
の
高
齢
化
が
進
ん
で

お
り
、
現
状
を
放
置
す
る
と
中
小
企

業
の
廃
業
の
増
加
に
よ
り
地
域
経
済

に
深
刻
な
打
撃
を
与
え
る
恐
れ
が
あ

る
と
の
同
省
の
危
機
感
が
強
く
表
れ

た
も
の
と
い
え
る
。」

こ
う
し
た
記
事
か
ら
、
経
済
産
業

省
が
事
業
承
継
を
優
先
度
・
緊
要
性

の
高
い
も
の
と
し
て
明
確
に
位
置
付

け
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

迅
速
か
つ
抜
本
的
な
制
度
改
革
を

海
野　

現
状
を
踏
ま
え
る
と
、
今

後
あ
る
べ
き
事
業
承
継
税
制
の
方
向

性
と
し
て
、
①
雇
用
確
保
要
件
の
抜

本
的
見
直
し
、
②
猶
予
税
額
の
免
除

（
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
付
与
）、
③
税

額
控
除
な
ど
新
た
な
法
制
度
の
導
入

─
─
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

税
額
控
除
制
度
に
つ
い
て
は
、
前

述
の
「
課
税
の
公
平
性
」
の
例
外
と

し
て
容
認
さ
れ
る
た
め
の
条
件
の
う

ち
「
合
理
性
」
の
二
つ
の
判
断
基
準

を
ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
。
残
る
「
有

効
性
」「
相
当
性
」
の
判
断
に
つ
い

て
は
今
後
の
議
論
に
委
ね
ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
基
準
を
ク
リ
ア
で
き
れ
ば

「
租
税
特
別
措
置
」
と
し
て
大
き
な

効
果
が
期
待
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

事
業
承
継
が
喫
緊
の
課
題
と
さ
れ

る
中
、
後
継
者
へ
の
事
業
承
継
に
は

数
年
程
度
要
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

早
期
か
つ
計
画
的
な
取
り
組
み
が
必

要
で
す
。
税
制
の
果
た
す
役
割
が
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
費
用
確
保
→
所
得
の

再
分
配
機
能
→
景
気
調
整
機
能
→
政

策
目
的
実
現
機
能
と
拡
大
し
て
き
て

い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
事
業
承
継
税

制
を
利
用
し
て
よ
り
効
果
的
に
事
業

承
継
を
進
め
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に

安
心
し
て
利
用
で
き
る
魅
力
あ
る
事

業
承
継
税
制
を
構
築
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

円
滑
な
事
業
承
継
に
寄
与
す
る
事

業
承
継
税
制
を
検
討
す
る
な
か
で
、

今
回
の
発
表
が
実
務
家
の
視
点
か
ら

の
問
題
提
起
と
な
り
、
今
後
の
事
業

承
継
税
制
を
考
え
る
上
で
の
基
礎
資

料
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
構
成
／
T
K
C
出
版　

村
井
剛
大
）

【
追
記
】

本
原
稿
は
、
平
成
29
年
10
月
20
日
に
行

わ
れ
た
「
T
K
C
タ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム

2
0
1
7
」
の
研
究
発
表
を
基
に
作
成
し

て
い
ま
す
。
12
月
14
日
公
表
の
平
成
30
年

度
税
制
改
正
大
綱
で
は
、
事
業
承
継
税
制

を
抜
本
的
に
拡
充
す
る
10
年
間
の
特
例
措

置
と
し
て
、
適
用
対
象
者
及
び
対
象
株
式

数
の
拡
大
、
雇
用
確
保
要
件
の
見
直
し
等

が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

海野理香会員

お
わ
り
に




